
地域づくり×地域医療ミーティング　参加者アンケート（集計結果）

６月７日（日）十和田市民センター　参加者３２人（アンケート回収数　30枚）
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４．本日の職員の説明はいかがでしたか（5段階評価）

男性 女性

・資料が見にくい

・グラフの文字つぶれと、棒線の色の種類が多いため、グラフの値と科名、地域がどれな

のか分からない表が多かったのが少し大変でした。
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５．ワークショップはいかがでしたか（5段階評価）

男性 女性

時間が足り

ない

・スピーカーが悪く、高音が響いて聞きにくい

・早口で聞きづらかった。マイクのせいかな？



遠方の医療機関への通院の支援

１０８点 ２８％

家庭で見守りが必要な家族がいる場合

の支援 ９９点 ２５％

救急で一時的にアクセスした際の支援

９６点 ２５％

出向かなくともよい訪問診療、訪問看

護、オンライン診療などの充実

８４点 ２２％

順位ごとに点数化した場合の順位 上記の順位１を５点、順位２を４点、順位３を３

点、順位４を２点とした場合の順位
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遠方の医療機関への通院の支援

救急で一時的にアクセスした際の支援

家庭で見守りが必要な家族がいる場合の支援

出向かなくともよい訪問診療、訪問看護、オンライン診療など…

その他

6.医療機関へのアクセスで、支援が必要だと考える順位(全体)

順位 １ 順位 ２ 順位 ３ 順位 ４ 順位 ５
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遠方の医療機関への通院の支援

救急で一時的にアクセスした際の支援

家庭で見守りが必要な家族がいる場合の支援

出向かなくともよい訪問診療、訪問看護、オンライン診療などの充実

その他

6.医療機関へのアクセスで、支援が必要だと考える順位(男性)

順位 １ 順位 ２ 順位 ３ 順位 ４ 順位 ５
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遠方の医療機関への通院の支援

救急で一時的にアクセスした際の支援

家庭で見守りが必要な家族がいる場合の支援

出向かなくともよい訪問診療、訪問看護、オンライン診療などの充実

その他

6.医療機関へのアクセスで、支援が必要だと考える順位(女性)

順位 １ 順位 ２ 順位 ３ 順位 ４ 順位 ５

・市と市民だけではなく、企業なども急な通院に対応で

きる（休みが取れるなど）体制づくりができれば。



 

６．医療機関のアクセスで、支援が必要だと考える順位　(項目別・年代別の順位)
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家庭で見守りが必要な家族がいる場合の支援
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７．今後、集会や市からの情報発信の際、地域の医療に関して何を知りたいですか？
・厚生病院が存続できるのか、鹿角で安心して医療を受けられるか、不安を解消してもらいたい。(50代・女性）

・こういう症状の時は〇〇病院といった案内、医療機関への交通機関。（40代・女性）

・医師不足の問題。（70代・女性）

・医療従事者の生の声を聴いてみたい。（40代・女性）

・健康寿命に向けた講座、シルリハの発信、都心の先生が移住体験してもらう。（40代・女性）

・皆、参加しましょう。（70代・男性）

・状況に合わせると段々後退している感じがします。市民の健康を守る体制が現状に合わせると、気持ち的には

・医療政策の改善していること。（60代・男性）

・医療の提供側の事情についてはアンケート結果をもっと知ってもらいたいと思います。病院の経営も成り立た

　ないと、医療が受けられなくなります。現状の理解が市民に広がらないと前に進まないのではないでしょうか。

（40代・男性）

8．その他、市や医療機関へ伝えたいことがありましたらご記入ください。

　係が築ければいいと思う！！あと、もう少し時間あってもよいかなと。応援してます。（30代・女性）

・相談窓口を各地域においてほしい。（50代・女性）

・今まで知らなかった鹿角の現状を知ることができました。不安に思うこともありましたが、今回のミーティング

　に参加することで、まわりの方と話し合えて良かったです。鹿角の医療が少しでも良くなることを願っています。

（40代・女性）

・昨年までのライザップ健康講座、とても良かったです。継続的にやってほしい。（40代・女性）

・テレフォン病院24にメンタルヘルスについて相談をした10？20代？の知人の知人が「おじいさんに説教をされて

　終わったから、もう利用したくない」と話していました。担当専門職の傾聴についての知識や共有又はメンタル

　ヘルスは別の窓口に担当してもらう（鹿角LINE相談）などの工夫も必要かと思った出来事でした。（40代・女性）

・厚生病院に限らずですが、受診科によっては市外への通院を促す方向になっています。現状、市内の患者数が減

　っているという声が医療機関から上がっているが、市の方向性と矛盾している。あと、すごく基本的な事なので

　すが、受ける医療機関によっては医療従事者側の対応が悪い場合も少なくない。お互いに安心、信頼をもてる関

・資料の準備や進行、お茶などありがとうございました。お疲れ様です。（40代・女性）

・少ない体制で頑張ってくれている事に感謝します。（70代・男性）

・医療機関が赤字では運営できない。国の補助金、増額など希望します。（70代・男性）

・思いを話し合う時間が何よりも大事だと思います。時間が足りなかったと感じました。もう少し長めにとってい

　ただきたいと思います。（40代・男性）

その他
・市民センターのスピーカーが悪いので聞きづらい。50年もたっているので。（70代・男性）

　不安になってくる。（70代・男性）


